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    開催日  平成２２年５月２４日(土)  ＰＭ７：００～９：００ 

    開催場所 太田市新田勤労会館 大会議室 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

NPO「新田環境みらいの会」創設以来一年を迎え、式次第により会議の進行が行われました。 

１・開会 司会進行 神岡副理事長 

２・挨拶 NPO 法人「新田環境みらいの会」西村理事長 

３・報告 第一号報告  平成２１年度事業結果報告  神岡副理事長 

     第二号報告  平成２１年度会計決算報告  深澤理事 

     第三号報告  会計監査報告        太田理事 

その他・書記・「栗原・小澤」。議事録署名人「長谷川理事、須藤さん」 

平成２１年度議事報告については満場一致をもって異議なく承認されました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

     

 

 

       「議事内容報告」              「熱心に議事内容を確認する会員」 

ＮＮＮＮＰＯ法人ＰＯ法人ＰＯ法人ＰＯ法人・新田環境みらいの会・新田環境みらいの会・新田環境みらいの会・新田環境みらいの会・会報ＮＯ８・会報ＮＯ８・会報ＮＯ８・会報ＮＯ８                ２０１０・０９・０１    

エコ新田「「「「みらいみらいみらいみらい」」」」    
発行元・  ＵＲＬ：http://7a.biglobe.ne.jp/http://7a.biglobe.ne.jp/http://7a.biglobe.ne.jp/http://7a.biglobe.ne.jp/～NITTA-MIRAI/ 

平成２２年度ＮＰＯ法人「新田環境みらいの会」 

定期総会開催されました。 

神岡副理事長挨拶 西村理事長挨拶 



第３号議案 平成２２年度事業計画、予算付議の件 

高井理事長より報告が有り、満場一致をもって異議なく可決決定した。 

第４号議案 役員改正の件 

 理事及び監事全員が任期満了につき、次の者が理事及び幹事に選任され、就任を承諾しました。 

 

新役員名簿 【任期：平成２４年５月３１日】 

役職名 氏  名 備  考 

理事 西村 豊 理事長 

理事 神岡 好夫 副理事長 

理事 椎名 美雄  

理事 高井 衛  

理事 小保方 紀久  

理事 深澤 久子  

理事 染野 徹  

理事 太田 晴久  

理事 長谷川 直禧  

【新役員のみなさん、よろしくお願い致します。】 

    

    ぐんまこどもの国紹介 
 

その他の項で、ぐんまこどもの国から、芳賀さんから 

「里山環境再生について」お話が有りました。 

現在環境問題で里山が見直されており、現在のこどもの国は、 

昭和初期まで、里山として利用されていたところだった 

ようです。そこが生活様式の変化で荒れはててしまい再生を 

して、ホタルがいつまでも、すみ続けられるようさまざまな 

活動している紹介が有りました。にったのホタルの里にも、 

ホタルがすめるよう頑張りましょう。 

＊最後は参加者のみなさんの自己紹介が有りました。 

各自、入会のいきさつや、今後の活動取り組みなどを話して 

いただき総会は終了しました。                   

【太田市こどもの国、芳賀さん】 

 

 

第７回 身近な水環境の全国一斉調査に参加して 

 

  

ＮＰＯ法人「新田環境みらいの会」では、毎年「身近な水環境の全国一斉調査」に参加し、太田市内の湧水や 

河川で水環境の調査を実施している。 

本年は６月５日（土）に会員と土曜スクールの児童等多くの参加者のもと、新田の湧水群とそこからの水路をたど

り、他の河川との合流点直近、その他井戸水等３５か所の調査を行った。 

ここ数年のＣＯＤ検査結果と比較する中では今回も大きな変化は見られなかった。しかし、相変わらず、汚染度の

高い場所もあった。現在は良好な湧水源であっても今後は水源をとりまく自然環境や人為的な環境は日々変化して

いると考えるとき良好だからといって放置するわけにはいかない。 

湧水量をみるとき、場所により差異はあるものの、全体では減少しているのも事実である。 

湧水は地域への自然の恵みからの贈り物であり、宝である。この宝を末永く保全する為に地域住民や利水者をはじ

め多くの方々の理解と協力を得ることが大切である。そのためにも、この調査は続ける必要がある。 

            

 ＮＰＯ新田環境みらいの会 栗原 啓二 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「 慣れない手つきでサンプル水をＣＯＤパックテストに取り組んだ会員のみなさん。」 

 

＊測定値「身近な水環境一斉調査本部提出結果」次ページを参照ください。 

主催者、ＮＰＯ新田環境みらいの会、西村理事長 

から、挨拶があり、新田地区の多くの水源の大切、

貴重さの趣旨説明がありました。水環境一斉調査

のサンプル水の採水方法、採水位置等、神岡理事

より、役割分担支持があり、各自、５版に分かれ、

河川沼池、の水採水にあたりました。 

土曜スクールの児童、採水の方法を説明する西村理

事長も、タジタジ、危ないと注意されてもなんのそ

の、結局、水にはまって、ビショビショ、その後 

ヘビがあらわれ、大騒ぎ！！ 

“なんとか、みんな、調査用水は採水できたよだ” 

群馬県環境アドバイザーの藤掛先生の指導により 

採水された水を、ＣＯＤのパックテスト方法で測

定値の受講し、みなさん真剣に取り組みました。 

ＣＯＤパックテストの基準値、みなさん見極めるの

に苦労していたようです 



 


